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問農林課　☎22-1253

～地元農産物の魅力を発信～
　地元の農産物や直売所などの魅力をお届けします。
　～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進！～ 市内の農産物

直売所情報▶

「里芋」に栄養と歴史あり！
　縄文時代に伝わったとされる里芋は、日本ではお米より先に主食
とされていた歴史ある野菜で、市内でも昔から作られています。「白
石三白野菜」のひとつである里芋の品種「土

ど
垂
だれ
芋
いも
」は、粘り気とほ

くほくとした食感を楽しむことができ、煮崩れしにくいので汁物や
煮っ転がしに最適です。
　また、里芋は高血圧やむくみ予防、胃の粘膜保護などに役立つと
言われ、食物繊維も豊富なため、健康上の効果が期待できます。栄
養満点の里芋料理で暖まりながら、寒い季節を乗り切りましょう！

▲「土垂芋」の見た目は、コロンとした
膨らみのある楕

だ

円
えん

形
けい

が特徴です

交通事故ゼロを願って
みやぎ・ふくしま県境作戦

　９月30日、本市と国見町・桑折町の交通安
全協会員など約110人が国道４号斎川パーキン
グで県境作戦を実施しました。この作戦は、平
成13年に国道４号で専門学校生が犠牲となっ
た死亡事故を契機に、交通事故撲滅を願い開始。
参加者は特産品の温麺とリンゴゼリーなどを渡
しながら交通安全を呼び掛けていました。

▲特産品やチラシを配り交通安全を呼び掛ける参加者

熱戦を繰り広げる！
第96回白石市民体育大会

　10月13日、白石川緑地公園陸上競技場で「第
96回白石市民体育大会」が開催されました。
この日は、16地区から約1,400人が参加し、綱
引きや玉入れ、200歳リレーなど各種目で熱
戦！　地区の威信をかけた戦いは、鷹巣が見事
に総合優勝。どの地区も大きな声で声援を送る
など、地区民間の交流と絆を深めていました。

おいしいお米ができました！
令和６年白石産ササニシキ新米試食会

　10月１日、みのりキッチンで「白石産ササ
ニシキ新米試食会」が開催されました。かつて
食味日本一に輝いた「宮城白石産ササニシキ復
活プロジェクト」が主催したもので、この日は
約30人が参加。試食会では、新米と地元食材を
活用した料理が振る舞われました。白石産ササ
ニシキは、おもしろいし市場で販売しています。

▲全ての種目で１位となった鷹巣。２年ぶりの王座奪還！▲新米の香りや食感を楽しむ参加者たち

いつまでも元気に！
第５回白石市いきいき百歳体操大交流会

　10月４日、ホワイトキューブで「第５回白
石市いきいき百歳体操大交流会」を開催しまし
た。百歳体操は、手首や足首におもりを付け、
ゆっくりとした動作で行う筋力体操。この日は、
各地区の通いの場など25団体から約160人が
参加し、百歳体操やレクリエーションを行いな
がら交流を深めました。

▲椅子からの立ち上がり運動をする参加者たち
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・
応募する壇名をはっきり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚
に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（ koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

フレッシュマーケットS h i r o i s h i  M a r k e t


